
北
宋
か
ら
、
気
功
は
次
第
に
神
秘
の
幕
の
中
か
ら
脱
出
し
て
養
生

と
治
療
の
手
段
と
な
り
、
士
大
夫
の
中
で
伝
播
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

一
、
気
功
の
文
献

宋
代
（
九
六
○
年
’
二
一
七
九
年
）
の
気
功
文
献
は
か
な
り
多
く
、

八
宋
史
・
芸
文
志
ｖ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
気
功
著
作
は
最
も
多
く
、

し
か
も
分
類
排
列
さ
れ
て
あ
る
。
其
の
中
に
八
黄
庭
経
ｖ
の
注
は
三

○
部
五
七
巻
、
八
周
易
参
同
契
ｖ
の
注
本
は
一
九
部
三
一
巻
、
吐
納

（
呼
吸
）
類
は
七
四
部
九
四
巻
、
胎
息
（
ご
く
微
細
な
呼
吸
）
類
は
三
○

部
三
九
巻
、
内
丹
（
気
功
）
類
は
四
○
部
四
四
巻
あ
る
。
こ
の
外
、

気
功
文
献
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
散
在
し
て
い
る
。
八
通
志
・
芸
文

略
ｖ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
気
功
著
作
は
五
○
○
部
以
上
に
も
達
す

る
。

張
君
房
八
雲
笈
七
策
ｖ
（
北
宋
真
宗
の
時
九
九
八
年
’
一
○
二
二
年
）

宋
代
気
功
の
成
就

＊

＊
＊

郎
需
才
著
・
察
伯
英
校
正

の
気
功
部
分
は
比
較
的
に
詳
く
、
叙
も
深
み
が
あ
り
、
い
き
い
き
と

書
か
れ
て
あ
る
。

八
雲
笈
八
篭
ｖ
は
宋
・
張
君
房
八
大
宋
天
宮
宝
蔵
ｖ
に
基
い
て
集

録
し
成
立
し
た
道
教
叢
書
で
、
象
ん
な
で
一
二
二
巻
、
そ
の
中
に
は

気
功
資
料
が
か
な
り
多
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
世
紀
以
前
の
中
国

気
功
の
成
就
の
一
斑
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
気
功
を
練
習
す
る
時
必
ず
し
も
丹
田
（
膳
下
三
寸
）

を
意
守
（
意
念
を
集
中
す
る
こ
と
）
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
日
・
星
・
雲
・
沐
浴
・
火
攻
・
丹
珠
（
赤
い
珠
）
・
臓
脈
な
ど

を
存
想
（
即
ち
意
守
）
し
て
も
い
い
。
た
と
え
ば
、
日
〃
存
日
″
（
即

ち
日
を
存
想
す
る
こ
と
Ｎ
〃
瞑
目
川
し
、
握
固
し
①
、
歯
を
九
回
叩
き
、

存
想
し
た
赤
暉
（
赤
い
輝
き
）
・
紫
芒
（
紫
の
光
波
）
を
長
く
吸
い
こ

み
、
病
気
に
罹
っ
た
臓
脈
に
注
入
す
る
（
臓
肺
で
な
け
れ
ば
相
関
す
る

臓
腕
を
通
し
て
、
肢
体
筋
骨
な
ど
に
も
注
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
し
か

る
後
に
、
し
ば
ら
く
呼
吸
を
止
め
て
（
閉
息
・
屏
息
）
、
再
び
吸
い
こ

み
、
す
べ
て
九
回
吸
う
。
そ
の
臓
脈
中
に
気
が
あ
る
と
認
め
て
、
そ

の
気
を
美
し
い
所
に
攻
め
さ
せ
る
と
存
想
す
る
。
。
〃
火
を
存
想
し

て
病
を
焼
く
こ
と
〃
。
〃
目
を
閉
じ
て
内
視
し
、
心
に
火
を
生
じ
さ
せ

る
。
そ
の
火
で
病
臓
を
焼
く
こ
と
を
存
想
し
、
精
神
を
晄
惚
さ
せ
る
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ょ
う
に
し
て
、
病
が
た
ち
ま
ち
治
る
・
″
白
〃
酢
団
翫
乳
を
存
想
す

る
こ
と
″
・
〃
頭
の
て
つ
・
へ
ん
に
麻
団
が
あ
る
②
こ
と
〃
を
存
想
し
、

そ
れ
を
溶
し
て
心
中
に
注
ぎ
、
四
肢
あ
ま
ね
く
流
布
さ
せ
る
と
存
想

す
る
。
ま
た
体
が
麻
乳
の
池
の
中
に
横
臥
し
、
心
を
浴
び
る
こ
と
を

存
想
す
る
。
久
し
く
行
へ
ぱ
、
皮
層
に
光
沢
が
生
ず
る
と
書
い
た
。

こ
の
本
は
現
存
す
る
文
献
の
中
で
、
最
初
に
気
と
功
を
結
び
つ
け

て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
五
七
八
服
食
気
精
論
ｖ
に
、
〃
気
の
功

に
な
る
も
の
は
広
範
で
あ
り
、
（
こ
れ
は
気
功
の
詞
の
起
源
で
あ
ろ
う

と
思
う
）
神
妙
で
あ
る
・
″
〃
我
の
心
で
、
我
の
気
を
使
い
、
我
の
疾

を
治
す
。
ど
ん
な
疾
病
で
も
皆
こ
れ
に
よ
っ
て
治
ら
な
い
こ
と
は
あ

ろ
う
か
″
と
書
い
た
。

以
上
の
記
載
に
よ
れ
ば
気
功
と
い
う
の
は
具
体
的
で
、
形
象
的

で
、
生
生
と
し
て
い
る
。
気
功
に
よ
っ
て
養
生
が
で
き
、
ま
た
病
痛

を
排
除
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
に
な
に
も

神
秘
感
を
持
つ
こ
と
な
く
、
樟
ら
ず
に
た
や
す
く
行
え
ば
自
ら
効
果

が
現
れ
る
と
い
う
。

そ
の
他
、
北
宋
張
伯
端
は
呂
洞
賓
の
弟
子
で
あ
る
劉
海
塔
の
伝
授

を
得
て
、
八
悟
真
篇
ｖ
を
著
し
、
そ
の
中
に
〃
気
功
を
内
丹
″
（
体
内

の
丹
）
と
称
し
、
精
気
神
を
〃
上
薬
三
品
″
と
称
す
る
。
人
体
を
煉

丹
の
鼎
と
艫
と
見
倣
し
、
鼎
が
上
丹
田
（
両
目
の
中
）
で
、
艫
が
下

丹
田
（
腰
下
三
寸
）
で
あ
る
と
書
い
た
。

二
、
気
功
が
士
大
夫
の
中
に
伝
播
さ
れ
た
此
の
時
期
に
気
功
が
士

大
夫
階
層
の
中
に
比
較
的
広
く
伝
播
さ
れ
た
。

北
宋
の
大
文
学
家
蘇
鰔
（
一
○
三
六
年
’
二
○
一
年
）
の
八
養
生

訣
上
張
安
道
書
ｖ
に
、
〃
近
年
に
養
生
，
読
書
す
る
こ
と
を
頗
る
注

意
し
、
多
く
の
方
士
と
接
触
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
養
生
の
方
法
は
数

百
も
あ
っ
た
・
そ
の
簡
易
な
者
を
選
び
、
時
に
試
し
て
見
た
と
こ
ろ
、

効
果
が
あ
っ
た
。
始
め
は
効
果
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
が
百
数

日
に
至
っ
た
ら
、
量
り
知
れ
な
い
功
用
を
現
わ
す
。
服
薬
に
比
べ
れ

ば
其
の
力
は
百
倍
以
上
で
あ
る
…
…
、
其
状
況
は
後
の
如
く
で
あ

る
。
毎
夜
子
時
に
衣
を
着
て
起
き
。
…
：
握
固
し
、
屏
息
し
体
内
五
臓

（
肺
白
、
肝
青
脾
黄
、
心
赤
、
腎
黒
）
を
内
視
す
る
。
心
は
火
炎
の
如

く
で
あ
る
と
思
い
、
そ
の
輝
き
が
洞
照
（
明
く
照
す
）
し
、
下
丹
田

に
入
ら
せ
・
・
…
・
そ
の
後
、
左
右
手
で
足
の
裏
と
膀
下
を
擦
る
、
皆
と

て
も
熱
く
な
る
よ
う
に
す
る
・
″
と
書
い
て
あ
る
。

上
の
文
字
か
ら
、
㈲
当
時
の
気
功
流
派
は
甚
だ
多
い
と
い
う
こ

と
、
。
蘇
賦
本
人
が
気
功
に
つ
い
て
深
く
体
得
し
て
い
る
こ
と
、
そ

の
方
法
は
八
雲
笈
八
篭
ｖ
に
記
し
て
あ
る
の
と
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
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１
歩
」
◎

南
宋
大
詩
人
陸
満
（
一
三
一
五
年
’
一
二
一
○
年
）
も
八
病
後
作
ｖ

に
彼
の
練
功
法
を
述
べ
、
〃
黙
り
て
鼻
端
の
白
色
を
見
、
正
気
が
徐

に
自
還
す
。
″
（
黙
観
鼻
端
白
、
正
気
徐
自
還
）
と
書
い
て
あ
る
。
即
ち

鼻
端
を
存
想
し
て
、
正
気
を
培
養
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
長
期
に
わ

た
っ
て
気
功
を
行
っ
た
た
め
、
案
外
な
効
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
彼

は
八
戯
遣
老
懐
ｖ
に
〃
九
齢
に
迫
れ
ど
も
身
愈
健
な
り
、
万
巻
を
熟

視
し
て
も
目
は
な
お
明
ら
か
な
り
″
（
己
迫
九
齢
身
愈
健
、
熟
視
万
巻

眼
尤
明
）
と
書
い
て
あ
る
。
奇
跡
が
終
に
現
れ
た
。
彼
の
八
養
生
ｖ

に
こ
う
書
い
て
あ
る
。
〃
両
目
の
神
光
が
夜
戸
を
穿
ち
、
一
頭
の
胎

髪
晨
粧
に
入
る
・
″
（
両
目
神
光
夜
穿
戸
、
一
頭
胎
髪
入
晨
粧
）
、
陸
溝
が

若
返
り
し
て
視
力
が
よ
く
な
り
、
禿
げ
た
頭
に
黒
髪
も
生
え
た
。

南
宋
の
理
学
家
朱
烹
（
二
三
○
年
’
一
二
○
○
年
）
も
八
調
息

筬
ｖ
に
、
〃
静
極
な
れ
ば
嘘
し
、
春
の
沼
魚
の
如
く
、
動
極
な
れ
ば

翁
し
、
百
虫
伏
蟄
す
る
如
し
〃
と
書
い
て
あ
る
。
呼
気
が
春
暖
い
池

水
中
の
魚
の
よ
う
で
、
吸
気
が
冬
に
蟄
伏
す
る
虫
の
よ
う
で
あ
る
と

い
う
。
朱
葺
が
気
功
の
呼
吸
に
つ
い
て
深
い
心
得
の
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。三

、
布
気
で
病
を
治
す

そ
の
時
、
布
気
（
体
内
の
気
を
外
に
放
出
す
る
こ
と
）
で
患
者
の
病
を

治
す
記
載
も
あ
っ
た
。
八
九
江
通
志
ｖ
に
〃
皇
甫
坦
、
字
は
履
道
、

臨
溜
の
人
、
地
を
避
け
て
蜀
に
入
り
、
峨
眉
山
に
居
す
、
嘗
て
暮
風

雪
の
中
を
行
く
、
人
が
彼
を
呼
ぶ
の
を
聞
く
、
顧
糸
れ
ぱ
、
道
士
が

小
庵
に
臥
す
、
留
り
て
彼
と
足
を
触
れ
合
わ
せ
て
寝
る
、
坦
は
自
ら

熱
気
が
両
足
に
入
る
の
を
覚
え
、
蒸
蒸
と
し
て
汗
が
流
れ
出
る
、
甚

だ
快
い
。
朝
方
道
人
が
「
他
日
我
が
霊
泉
観
を
訪
れ
よ
」
と
坦
に
告
げ

た
と
言
う
。
他
日
坦
が
霊
泉
観
の
道
士
を
訪
ね
れ
ば
始
め
て
妙
通
真

人
朱
椎
桃
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
そ
の
後
、
再
び
妙
通
と
酒
店
で
会

い
、
尽
く
陰
陽
虚
実
の
旨
と
内
外
二
丹
の
秘
（
内
丹
即
ち
気
功
、
外
丹

即
ち
煉
丹
）
を
得
た
。
常
に
き
ち
ん
と
正
坐
し
て
寝
ず
…
…
そ
の
頂

に
珠
光
が
あ
る
、
紹
興
（
宋
高
宗
年
号
二
三
一
年
’
二
六
○
年
）
に
、

顕
仁
太
后
が
目
を
患
い
、
国
医
（
中
央
政
府
の
医
生
）
が
治
す
能
わ
ず

…
…
高
宗
が
有
司
に
詔
し
て
名
医
を
物
色
さ
せ
た
。
臨
安
の
守
こ
れ

聞
い
て
、
皇
甫
坦
を
薦
め
て
、
慈
寧
殿
に
入
ら
せ
、
太
后
に
嘘
呵
し

て
（
布
気
の
時
口
か
ら
声
を
出
す
こ
と
）
布
気
す
れ
ば
、
目
が
直
ち
に

治
り
、
盛
み
も
抜
け
、
物
も
は
っ
き
り
見
え
た
。
ま
た
仙
詔
甑
娘
の

覧
を
治
さ
せ
る
こ
と
を
詔
し
て
、
ま
た
た
ち
ま
ち
治
っ
た
。
辞
し
て

山
に
返
っ
た
。
″
と
言
う
。
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八
宋
史
・
方
技
伝
ｖ
の
皇
甫
坦
伝
に
、
〃
皇
甫
坦
は
蜀
の
爽
江
人

で
、
医
術
が
善
い
、
顕
仁
太
后
が
目
疾
に
か
か
り
、
国
医
が
治
す
こ

と
で
き
ず
、
臨
安
太
宗
張
構
が
坦
を
薦
め
、
高
宗
が
坦
を
詔
し
て
、

慈
寧
殿
に
導
い
て
、
太
后
の
目
疾
を
治
さ
せ
、
た
だ
ち
に
治
っ
た
。

八
宋
史
ｖ
と
八
九
江
通
志
ｖ
は
互
い
に
証
明
し
合
い
、
皇
甫
坦
が

布
気
で
目
疾
と
足
病
を
治
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

蘇
鰔
も
親
し
く
布
気
に
よ
っ
て
病
を
治
す
の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
。
彼
は
八
東
波
志
林
ｖ
に
〃
道
を
習
い
、
気
を
養
う
者
は
、
気
が

足
り
れ
ば
、
気
を
人
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
城
の
道
士
李
若

之
は
こ
れ
を
布
気
と
云
う
。
わ
た
し
の
次
子
造
は
少
年
の
時
、
弱
く

て
多
病
で
あ
る
。
若
之
が
彼
と
対
座
し
て
彼
に
布
気
す
れ
ば
造
が
腹

中
が
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た
よ
う
に
温
か
い
と
言
っ
た
〃
と
。

布
気
の
説
は
八
内
経
・
天
元
紀
大
論
ｖ
に
据
る
と
は
言
え
、
一
般

の
考
据
家
が
皆
こ
の
論
は
八
内
経
ｖ
の
原
著
も
の
で
は
な
く
、
六
朝

の
人
或
い
は
唐
の
王
泳
の
偽
作
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
が
、
布
気
と

い
う
言
葉
は
晩
く
と
も
唐
を
越
せ
な
い
と
思
う
。

上
述
諸
文
献
か
ら
見
れ
ば
、
宋
代
の
気
功
は
既
に
予
防
と
治
療
に

比
較
的
普
及
し
て
い
た
。
同
時
に
或
る
人
が
布
気
で
他
の
人
の
病
を

治
す
、
不
思
議
な
効
果
を
収
め
た
。
要
す
る
に
宋
代
の
気
功
が
晴
唐

よ
り
大
変
進
歩
し
て
い
た
と
思
う
。

①
握
固
・
・
四
指
で
栂
指
を
押
さ
え
て
握
拳
す
る
こ
と
胎
児
の
握
拳
状
に

似
る
。

②
啄
団
啄
乳
・
・
羊
牛
乳
で
作
っ
た
食
品
。

（
一
九
八
五
、
一
二
、
中
国
長
春
中
医
学
院
）

（
＊
長
春
中
医
学
院
尊
吉
林
大
学
）
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